
トップテン事業 BAT(先進技術)及び BP(優秀事例)の選考結果公表 

 

・「省エネ技術・事例トップテン事業」に関しご報告したい。 

・6月 27日、IPEEC（国際省エネ協力パートナーシップ）の最高機関である政策会議の場

において、最初の国際トップテンリストが公表された。と同時に、今回,案件を提出した夫々

の国の、国内トップテンリストも、IPEECウェブサイトにアップされた。 

www.ipeec.org/pubrications.html 

・日本の成績は以下の通りである。 

BAT（先進技術）は、提出案件数 11 に対し、最終リスト掲載数は 9 社(共同提出社をいれ

ると 10 社)となった。他方 BP(優秀事例)は、提出案件数 8 に対し、最終リスト掲載数は 3

社だった。 

・本年度も国内案件は選考済み（BAT：14社、BP：8社）であり、本年度後半以降、第二

回国際トップテン選考に向けた動きが出てくる見込み。 

・トップテン事業は、IPEECに加え、G20の場で、正式な取組みとして認知された。今後

の発展が期待されるところである。 

 

 

表－第 1回 国際トップテンリスト 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


